
 

議

案

第

百

十

二

号 

 
 

 

港

区

立

障

害

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

令

和

四

年

十

一

月

二

十

四

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

立

障

害

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

立

障

害

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

条

例

（

平

成

二

十

五

年

港

区

条

例

第

四

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に 

改

正

す

る

。 

 

第

七

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

利

用

の

契

約

） 

第

七

条

の

二 

共

同

生

活

援

助

及

び

短

期

入

所

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ 

り

、

利

用

に

関

す

る

契

約

を

締

結

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

第

九

条

か

ら

第

十

二

条

ま

で

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

（

利

用

料

金

） 

第

九

条 

第

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

り

契

約

を

締

結

し

、

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

の

事

業

を

利

用

す

る

者

は

、

第

十 



 

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

受

け

た

者

（

次

条

に

お

い

て

「

指

定

管

理

者

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

 

次

に

掲

げ

る

費

用

の

額

の

合

計

額

を

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

の

事

業

の

利

用

に

係

る

料

金

（

以

下

「

利

用

料

金

」 
と

い

う

。

）

と

し

て

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

法

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

 

額

（

そ

の

額

が

現

に

共

同

生

活

援

助

又

は

短

期

入

所

の

利

用

に

要

し

た

費

用

の

額

（

次

号

に

掲

げ

る

費

用

 

の

額

を

除

く

。

）

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

現

に

共

同

生

活

援

助

又

は

短

期

入

所

の

利

用

に

要

し

た

費

用

 

の

額

） 

 

二 

法

第

二

十

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

食

事

の

提

供

に

要

す

る

費

用

、

居

住

若

し

く

は

滞

在

に

要

す

る

費

 

用

そ

の

他

の

日

常

生

活

に

要

す

る

費

用

又

は

創

作

的

活

動

若

し

く

は

生

産

活

動

に

要

す

る

費

用

の

う

ち

厚

 

生

労

働

省

令

で

定

め

る

費

用

の

額 

（

利

用

料

金

の

減

免

等

） 

第

十

条 

指

定

管

理

者

は

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

利

用

料

金

（

前

条

第

二

号

に

規

定

す

る

居

住

又 

は

滞

在

に

要

す

る

費

用

に

限

る

。

）

を

減

額

し

、

若

し

く

は

免

除

し

、

又

は

当

該

費

用

の

徴

収

を

猶

予

す

る

 

こ

と

が

で

き

る

。 

第

十

一

条

及

び

第

十

二

条 

削

除 

 

第

十

五

条

第

五

号

中

「

使

用

料

」

を

「

利

用

料

金

」

に

改

め

る

。 

 

第

十

六

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 



 

（

損

害

賠

償

の

義

務

） 
第

十

六

条

の

二 

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

の

施

設

に

損

害

を

与

え

た

者

は

、

区

長

が

相

当

と

認

め

る

損

害

額

を

賠

償 
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

区

長

が

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

そ

の

額

を

減

 

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 
 

 

付 

則 

（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

経

過

措

置

） 

２ 

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

立

障

害

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

条

例

第

九

条

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

 

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

以

後

の

利

用

分

に

つ

い

て

適

用

し

、

施

行

日

前

の

利

用

分

に

つ

い

 

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

３ 

施

行

日

前

の

利

用

分

に

係

る

使

用

料

の

徴

収

等

に

関

し

て

は

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

港

区

立

障

害 

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

条

例

第

十

条

第

二

項

及

び

第

十

一

条

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

後

も

、

な

お

そ

の

 

効

力

を

有

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

障

害

者

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

に

利

用

料

金

制

度

を

導

入

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


